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A) 協働意欲の喚起機能  人間の主体的な協働（システム利活用）を促す機能 
B) 環境・場面への適合機能  各環境や場面に合わせたサービスを提供する機能 
C) コミュニケーションの活性化機能  人間とシステムの情報交換量を増やす機能 
本論文では，教育現場に現存する三種類のケーススタディについて，第 2, 3, 4章で個別に扱う．
各章で提案手法を適用したシステム・機構を開発し，評価実験を通じて提案手法を評価する． 
 



















の有無による作業工程数の違いを確認したところ，計 11 種類のうち 7 種類が削減可能であった．














図 1 提案手法に基づく指導者向け 
加工物評価支援システムの概念図 
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第 4 章では、ネットワークシステム管理者の教育・訓練に着目し、HSC に基づく初級管理者を
支援する手法を提案している。すなわち、初級管理者がネットワーク管理システムを使用した運
用管理業務を通して自主的なスキル獲得を可能とするために、初級管理者と管理システムとが行
う様々な情報交換を支援する仲介機構を提案し、ソフトウェアエージェントを用いた試作システ
ムによる評価実験により、その効果を検証している。これは、ネットワーク管理業務を対象とし
た教育・訓練の支援に関わる新しい手法として評価できる。 
第 5章は結論である。 
以上要するに本論文は、HSC の概念に基づく教育・訓練システムの実現に関する新しい手法を
提案したもので、知識システム技術、ならびに情報基礎科学の発展に寄与するところが少なくな
い。 
よって、本論文は、博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
